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•  極めて多様な微生物機能を改変・応用することで、社会
課題を解決するバイオテクノロジーを開発しています。

•  また、“ 人工生命 ” をゼロからデザインすることで、
現生生命では実現不可能なバイオテクノロジーを開発
しています。

• 上記 2 つのアプローチ（現生生命の活用と人工生命の
デザイン）により、持続可能で誰もが安心して暮らせ
る社会の創出を目指します。

食品、医療・ヘルスケア、環境

微生物機能のリデザインによる社会課題の解決
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多様な人たちの日常の暮らしを科学技術で支援する健
康・福祉技術（QOL テクノロジー）の研究開発を異分野
融合で進めています。ヒトの感覚情報処理と運動・行動
のメカニズムを生理学や心理学に基づいて調べる人間計
測、身体機能を補助・代行するヒューマンインタフェー
スや医歯看工連携によるリハビリ・フレイル予防・生活
習慣病予防に関する技術開発を主な研究対象としていま
す。これらの研究から得られた知見を新たな視点で咀嚼
し、バーチャルリアリティなどの人間 - 機械システムや
人間拡張技術に展開する研究も同時に行っています。

医療・ヘルスケア分野、福祉関連分野、人間工学分野

福祉と健康を支える
QOL テクノロジーの分野横断的な研究展開
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